
平成３０年度第１回番組審議委員会議事録 

 

 

１ 開催年月日 平成３０年５月１４日（月） 

 

２ 開催場所  CTY本社３階会議室 

 

３ 委員の出席  

① 委員総数     １０名 

② 出席委員数       ７名 

③ 出席委員     小林慶太郎（四日市大学 教授） 

            出口 功 （菰野町スポーツ・文化振興会 事務局長） 

矢田敏浩 （（公財）四日市市文化まちづくり財団 

        四日市市文化会館 グループリーダー） 

三輪栄子 （元四日市市消防団 サルビア分団分団長） 

原真由美 （民生委員） 

藤井博光 （ライブハウス フルハウス 元店主） 

黒 翔太郎（四日市大学 環境情報学部 学生）  

④ 欠席委員    堀内あかね（菰野町観光協会） 

服部洋明 （メガネの隆明堂 店主） 

笹岡邦清 （暁石鹸株式会社 取締役） 

⑤  放送事業者側出席者氏名    伊藤秀明（CTY地域情報部長） 

舘 克俊（CTY-FM 局長） 

              山本浩之（チーフディレクター） 

 

４ 議題 

審議番組    番組名   四日市の元気印 市長が行く！ 

       放送日時  奇数月 第２・３火曜日 16：30～16：45 

             〃  第２水曜日    8：10～ 8：25 

                 〃  第３水曜日   14：15～14：30 

            （第２火曜日が本放送、以降は再放送です） 

             

５ 審議概要  

  CTY-FM番組審議委員会 小林慶太郎委員長の挨拶に続き、CTY地域情報部長 

伊藤秀明より各委員に対し CTY-FM１周年を迎えての御礼と今年度に向けての 

新たな取り組みをご説明。続いて CTY-FM 局長 舘克俊より新番組表発行と番

組ステッカー制作・配布のご報告、そして新番組、三重県のコミュニティー４ 

局合同の新しい取り組み、“三重４局お出かけナビ”についてのお知らせをさせ

て頂きました。その後、審議番組の視聴・合評が行われました。 

 



７ 審議内容 

   

委員長：番組視聴の前に番組概要の説明をお願いします。 

  会社：森智広四日市市長自ら四日市の魅力を紹介します。 

     毎回テーマに沿って、四日市市内の各施設や取り組みなどをリポータ

ーと共に詳しくリポートします。四日市市民でも気づいていない「四 

     日市の誇り」 を再発見再認識してもらうことがコンセプトです。尚、 

ケーブルテレビ（CTY）との連動企画番組となっています。 

  

 

番組聴取：  番組名   四日市の元気印 市長が行く！ 

       放送日時  奇数月 第２・３火曜日 16：30～16：45 

             〃  第２水曜日    8：10～ 8：25 

                 〃  第３水曜日   14：15～14：30 

            （第２火曜日が本放送、以降は再放送です） 

             

委員長：みなさんのご意見をお願いします。 

  委員： 奇数月の放送と言うことですが偶数月は放送はないのですね。 

  委員： 番組の放送予定期間は１年間を予定しているのですか。 

委員： 毎月テーマを決めてリポートをして頂けるということは、来月以降、 

    年間でテーマが決まっているのでしょうか。 

  委員： 毎回、番組構成は同じでしょうか。テーマによっては番組構成は変わ 

      って行くのでしょうか。 

  委員： ケーブルテレビとの連動企画番組ということは、テレビ側の音声活か 

      しと言うことなのですね。 

  委員： テレビの音声を活かしてということなので、音声だけのラジオでは聞 

      いていてちょっとタイミングがずれていたり、間があったりするので 

      すね。 

委員： テレビと同じテーマでラジオ版は制作出来ないものなのですか。 

  委員： コンセプトとしては面白いと思いので、ラジオ番組としてもう少し聞 

かせる要素を持った番組だともっと良くなると思います。 

  委員： この番組の位置付けは四日市市の広報番組ということでしょうか。 

委員： リポート内容は興味をそそられる内容なのですが、ラジオとして聞い 

    ていると、やはり映像ありきの番組だと感じます。 

  委員： 四日市市長の若さとバイタリティー、市民との距離の近さみたいなも 

      のがとても感じられる番組ですね。 

  委員： 番組の進行に予定調和感があるのは、テレビ制作の番組だからでしょ 

      うか。ラジオの自然さがもう少し欲しいなと思いました。 

  委員： ラジオ用の番組を制作するのは難しいとしても、今のこの素材にナレ 

ーションを入れるとかして加工することは出来ませんか。 



  委員： 今後は四日市市の施設などを中心に紹介して行くのでしょうか。 

  委員： 基本的な構成台本はあるのですか。結構、アドリブもあるように感じ 

      ました。 

委員： 番組最後にシメのコメントなどがなく、いきなり終ってしまったの 

で、なんだか不自然に感じました。 

  委員： 番組がいきなり展開してしまうので、今回紹介する施設の紹介や説明 

      が最初にあるともっと聞きやすいし、リスナーに受け入れてもらいや 

すいと思います 

  委員： タイトルの語呂があまり良くないと思います。もっとテンポ感のある 

      方がラジオでは耳ざわりが良いと思います。 

  委員： 子育てや福祉に力を入れている四日市市長ならではの番組ですね。市 

      長の一生懸命さが伝わってくる良い番組だと思います。 

 委員長： ケーブルテレビとラジオとの連動企画番組ということで、まだまだ試 

行錯誤の感は否めないと思います。しかしながら、ここが出発点とと 

らえて今後は内容の充実のみならず、テレビという媒体の持つ良さと 

ラジオという媒体の持つ良さが上手くミックスされた番組なって欲し 

いと思います。予算や制作期間の問題はあると思いますが、この番組 

が軌道に乗り、奇数月だけでなく偶数月も放送出来るようになると素 

晴らしいですね。 

会社：貴重なご意見をたくさんありがとうございました。まだまだご意見 

があろうかとは思います。また、ご意見やご感想などがございまし 

たらその都度、ご教授いただきたく存じます。今日は１時間半にわ 

たり議論を頂き、ありがとうございました。 

 

次回開催日 平成３０年７月５日（木）17：00～（予定） 

 

８ 審議会の答申などに対してとった処置 

 

９ 記事の公示 

    CTY-FMホームページにて公示 


